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序

　オホーツク海は世界有数の漁場である。梅雨前線の挙動を支配したり，やませの原因となるオホー

ツク海高気圧の場でもある。このように，オホーック海の気象と海象は，北海道東岸域はもとより

我が国の気侯や産業に深いかかわりがある。

　ところが，日本周辺海域のうち，オホーツク海ほど気象・海洋資料が乏しい海域はまれである。

通常ならば，観測技術の向上に伴って，資料数の増加と質の向上が期待できる。しかし，オホーツ

ク海では，・国際情勢の影響を受けて，理想から程遠い。

　オホーツク海名物として海氷がある。密集した海氷は，船舶の航行や漁業活動に大きな障害になっ

ている。その反面，海洋生物の生産性を高める有益な作用をしている可能性があり，また，北海道

東岸に押し寄せる流氷は観光資源となりつつある。一

　功を活用し，罪を軽減させるには，海氷の挙動を掌握し予測することが必要である。気象庁が実

施している海氷予報の精度向上を図って，当海洋研究部では昭和61年度から「海氷の数値予報モデ

ルの開発」研究を始めた。』

　ところが，前述のように資料が乏しいこの海域では，定性的にですら不明な事柄が多い。まして

や，モデル開発に必須な定量的な平均状態となると，文献は皆無であり，必要要素のアトラス作成

が研究の第一歩となった。本報告は，研究目標への過程のなかでの第一次産物，もしくは副産物と

いえる。

　副産物とはいえ，その用途は広い。これまであいまいで為bたオホーツク海の白地図に，月ごと

の風速，ベクトル平均の風，海面気温，海面水温，雲量，相対湿度の等値線が記されたのであるか

ら。研究・行政・教育・産業などに基礎資料として活用されることを期待する。なお，本報告には，

各要素の分布状態についての記述は一切なされていない。私達自身を含めて，利用者がそれぞれの

立場で理解し活用することを願うからである。

　かなり自信がある表現になってしまったが，概要に述べてあるように，このアトラスは万全では

ない。今後，衛星観測資料等を用いて改良と補遺を行いたい。

昭和63年3月

気象研究所海洋研究部長

　　　佐野　　　昭



Marine　Climatological　Atlas

　　of　the　Sea　of　Okhotsk

　　　　　　　　　　by

　　　　　Yoshio　Shinohara

　　　　　　　　　　and

　　　　　Nobuyuki　Shikama

　　Oceanographical　Research　Division

　　　Meteorological　Research　Institute

オホーツク海海洋気候図

　　　篠原吉雄・四竈信行

　　　　気象研究所海洋研究部



Tech．Rep．MeteoroL　Res．Inst．No．23　1988

1．lntroduction

　　　　This　is　an　atlas　showing　the30－year　mean　of　marine　meteorological　elements　of　the

Sea　of　Okhotsk・calculated　from　data　sets　compiled　by　NOAA（cOADS：Comprehensive

Ocean　Atmosphere　Data　Set）over　the　period1950－1979．

　　　　Up　to　noマ》，several　reports　or　climatological　charts　have　been　published　conceming

the　meteoro16gical　conditions　of　the　Sea　of　Okhotsk，but　these　are　limited　to　a　description

of　a　short　period　of　l　to2weeks（Kato1985，0gata1969）or　can　not　give　detailed　fea－

ture＄because　of　insufficient　data　points（Japan　Meteorological　Agency　l977，U．S．Weather

Bureau　and　U．S．Navy　Hydrographic　Office真961）．

　　　　COADS　used　in　the　present　study，however，gives　the　monthly　mean　of　meteorological

elements　average（i　in　each20×2。area　from　l854to1979，an（i　the　number　of　observa－

tions　compiled　is　extremely　large　except　for　areas　where　sea　ice　is　formed　in　winter．As

most　data　of　COADS　were　collected　by　voluntary　observation　of　merchant　vessels，the

accuracy　is　not　so　high　as　that　of　the　data　collecte（1by　research　vessels，an（l　the（listribu－

tion　of　observation　sites　is　not　uniform，but　they　are　useful　to　climatic　studies　because　of

their　large　quantities．

2．Data

　　　　We　have　used　the　flle　MSTG（Monthly　Summary　Trimmed　Groups）in　COADS。This

fi16contains　the　monthly　mean　values　of　wind，surfa¢e　air　temperature，sea　surf4ce

temperature，cloud　amount，an（i　relative　humi（1ity　in　each20×20area　from1854to　l979．

We　averaged　these　data　over　the　period1950－1979，’to　draw　monthly　mean　charts　of

each　element，i。e。，surface　win（i　speed，surface　wind　vector，surface　air　temperature，sea

surface　temperature，cloud　amount，an（1relative　humidity．

　　　　The　total　numbers　of　observations　used　to（lraw　these　charts　are：

　　　　　　　　　　wind　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，194，780

　　　　　　　　　　surface　air　temperature　　　　　　　　　　1，218，517

　　　　　　　　　　sea　surface　temperature　　　　　　　　1，086，627

　　　　　　　　　　cloud　amount　　　　　　　　　　　　　　1，015，330

　　　　　　　　　　relative　humi（iity　臼　　　　　　　　　　　　469，967

　　　　Th“m・nthlynumbers・f・bservati・nsineac距20×20areaar♀sh・wninFig．Llt・

Fig．L12．It　should　be　remembered　that　few　observations　were　carried　out　in　sea－ice

areas　in　winter，an（l　that　those　observations　reporte（1for　such　areas　were　carried　out　in

1
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the　open　water，not　on　the　ice　cover。
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概 要

　オホーツク海の海上気象要素については，短期的な解析を行った調査が現在まで数例報告されて

いるが，長期の平均値をまとめたものは，刊行されていない（Kato1985，0gata1969）。太平洋の

海洋気侯図には，その一部として，オホーック海が含まれているが，詳しい様子はわかりにくい（た

とえばJapan　Meteorological　Agency1977，U．S．Weather　Bureau　and　U．S．Navy　Hydrographic　Office

l961）Q

　我々はオホーック海の海氷および海況の長期変動の研究に資するため，米国海洋大気庁（NOAA）

により作成された総合海洋気象データセット（COADS：Comprehensive　Ocean　Atmosphere　Data　Set）

を解析して，オホーツク海の海上気象要素の長期的な平均を示すAtlasを作成した。このデータセッ

トは，民問の篤志観測船の資料が中心になっており，データの分布，及びその精度に若干の問題が

あるが，観測数が多く，統計資料としては有用である。

　計算にはCOADSの中の月別統計ファイル（MSTG：Monthly　Summary　Trimmed　Groups）を用いた。

MSTGには1854－1979年の各年について，風，海面気温，海面水温，雲量，相対湿度等の2。×2。毎

の月別平均値がファイルされている。これらを最近の30年間，1950－1979年分について集計して，

風速，ベクトル平均の風，海面気温，海面水温，雲量，相対湿度の月別永年平均分布図を作成した。

観測の総数は図示した領域に対して，次のようになっている。

　　風1，194，780
海面気温

海面水温

雲量

相対湿度

1，218，517

1，086，627

1，015，330

　469，967

　また，これらの要素の各2。×2。ボックス毎の月別の観測数をFig．1．1からFig．1．12に示す。冬期

の海氷域では観測数が非常に少なく，注意が必要である。また，海氷域に観測があるのは，海氷上

ではなく，海氷域にできた開水面（Open　Water）上の観測値であることも考慮する必要がある。

　海氷の研究のためには，気象情報と並んで海氷の生成と密接なかかわりを持つ海洋混合層を中心

とした，海洋構璋を把握することも重要であり，これについては回を改めて報告する。
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